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■若山  

こ
の
制
度
の
創
設
理
由
は
。

■総務部長  

法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

現
在
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
が
一
般
職

の
地
方
公
務
員
と
し
て
位
置
付
け
さ
れ

た
た
め
に
条
例
改
正
が
必
要
と
な
っ

た
。■若山  

い
つ
か
ら
の
施
行
か
。
採
用
は

い
つ
の
時
期
に
、
何
人
採
る
の
か
。

■総務部長  

令
和
２
年
４
月
１
日
施

行
。
年
内
か
ら
募
集
し
て
、
２
月
下
旬

ま
で
に
決
定
す
る
。
１
０
０
人
程
度
公

募
す
る
。

■若山  

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入

に
関
し
て
、
地
域
に
与
え
る
影
響
は
。

国
の
予
算
措
置
は
受
け
ら
れ
る
の
か
。

■市長  

こ
の
制
度
の
創
設
に
よ
り
、
市

内
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し

い
。
予
算
要
求
は
、
全
国
市
長
会
で
要

望
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

■若山  

全
国
の
自
治
体
で
Ａ
Ｉ（
※
１
）

に
よ
る
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
が
本

市
は
。■総合政策部長  

平
成
30
年
か
ら
Ｉ
Ｃ

Ｔ（
※
２
）を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
進

め
、Ｒ
Ｐ
Ａ（
※
３
）導
入
に
よ
り
、
公

共
料
金
関
連
や
健
康
診
断
関
連
業
務
で

効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

■若山  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
今
後
の

取
り
組
み
計
画
は
あ
る
の
か
。

■市民生活部長  

情
報
連
携
に
よ
り
、

年
金
関
係
事
務
等
で
、
約
２
，２
０
０

手
続
き
も
運
用
さ
れ
て
い
る
。
市
民
も

提
出
書
類
が
省
略
さ
れ
、
手
間
と
費
用

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。

■若山  

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
学
校
教
育
に
関
連
し

た
利
活
用
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

■教育部長  

小
中
学
校
で
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
整
備
し
て
、
積
極
的
に
活
用
し
て

い
る
。
学
習
意
欲
や
学
力
向
上
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

■若山  

先
進
的
な
技
術
の
導
入
は
、
積

極
的
に
推
進
し
、
事
務
の
効
率
化
を

図
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
本
来
、
職
員

が
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務

（
市
民
の
課
題
を
解
決
す
る
）
の
適
正

化
を
図
り
な
が
ら
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
今
後
と
も
努
め
て
ほ
し
い
。

（
※
１
）Ｐ
４
参
照
。

（
※
２
）
情
報
通
信
技
術
。

（
※
３
）Ｐ
４
参
照
。

●
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て

●
Ａ
Ｉ
化
推
進
に
つ
い
て

【
７
月
参
院
選
の
特
徴
と
課
題
】

■蓮池  
前
回
か
ら
18
歳
選
挙
権
が
実
施
さ

れ
、
今
回
が
２
回
目
。
低
投
票
率
お
よ
び

新
し
い
政
党
か
ら
新
当
選
者
が
生
ま
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
既
成
政
党
へ
の「
物
足
り
な

さ
」が
増
幅
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
選
挙
制
度
そ

の
も
の
の
学
習
機
会
が
日
常
的
に
は
、
主

権
在
民
を
第
１
の
柱
に
掲
げ
る
日
本
国
憲

法
下
に
暮
ら
す
国
民
一
人
ひ
と
り（
有
権

者
）に
対
し
て
用
意
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で

あ
り
、
投
票
結
果
の
特
徴
を
ま
ず
総
括
的

に
答
弁
い
た
だ
き
た
い
。
青
年
層
等
の
投

票
率
低
下
の
本
市
で
の
概
要
を
紹
介
い
た

だ
き
た
い
。
投
票
率
の
問
題
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
く
べ
き
か
、
選
挙
管
理
委
員

会
で
は
、
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
か
。

●
県
下
ト
ッ
プ
の
投
票
率
で
も
・・・

■選管事務局長  

今
回
の
本
市
全
体
の
投

票
率
は
、
選
挙
区
、
比
例
区
と
も
に
56
・

68
％
で
、
県
全
体
の
47
・
23
％
を
上
回
り

県
下
14
市
の
ト
ッ
プ
だ
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
18
歳
・
19
歳
の
投
票
率
は
、
24
・

66
％
と
全
体
を
大
き
く
下
回
る
結
果
と
な

っ
て
お
り
、
20
歳
代
の
投
票
率
も
32
・
24

％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
３
年
前
と
比
較

し
て
も
低
下
し
て
お
り
、全
国
的
な
傾
向
。

選
挙
啓
発
活
動
を
通
し
て
改
善
可
能
な
課

題
と
と
ら
え
、今
後
も
真
摯
に
取
り
組
む
。

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
選
挙
の
つ
ど
反

省
点
や
課
題
、
そ
の
改
善
策
等
に
意
見
を

い
た
だ
き
、
次
の
選
挙
執
行
に
活
か
し
て

い
る
。

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
徹
底
状
況

■蓮池  

ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面
か
ら
説
明

い
た
だ
き
た
い
。
投
票
所
の
段
差
解
消
等

ハ
ー
ド
面
は
、「
要
望
に
対
応
」と
い
う
こ

と
な
の
で
、
各
投
票
所
の
立
会
人
区
長
の

方
々
等
を
通
じ
て
、
必
要
な
対
応
は
さ
れ

て
い
る
と
思
う
が
、
有
権
者
の
高
齢
化
は

年
々
進
行
し
て
お
り
、
投
票
所
ま
で
の
距

離
が
従
来
よ
り
遠
く
な
っ
た
箇
所
も
少
な

く
な
い
。
期
日
前
投
票
と
組
み
合
わ
せ
て

便
宜
を
図
る
方
法
が
実
践
さ
れ
た
り
し
て

い
る
の
で
、
も
っ
と
活
用
で
き
る
分
野
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

■選管事務局長  
ハ
ー
ド
面
で
は
、
簡
易

ス
ロ
ー
プ
の
設
置
や
車
い
す
の
臨
時
配
置

等
、
可
能
な
限
り
対
応
し
て
い
る
。

　
ソ
フ
ト
面
で
は
、
選
挙
直
近
の
広
報
紙

や
、
み
つ
ば
ち
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
て
、
不

在
者
投
票
制
度
や
郵
便
投
票
制
度
の
案
内

を
し
て
い
る
。

●
遠
い
居
住
者
等
へ
配
慮
・
工
夫
等

■蓮池  

選
挙
民
の
高
齢
化
は
ど
こ
の
地
域

で
も
進
行
中
。
可
能
で
あ
れ
ば
、
よ
り
近

場
の
公
共
的
施
設
で
期
日
前
投
票
を
実
施

す
る
こ
と
も
、
有
権
者
の
利
便
性
確
保
に

つ
な
が
る
。
規
定
を
定
め
て
改
善
策
の
実

施
が
望
ま
れ
る
。

　
期
日
前
投
票
に
来
た
人
に
、
テ
レ
ビ
の

政
見
放
送
の
よ
う
に
コ
ン
パ
ク
ト
化
し
た

映
像
を
流
し
て
、
ご
覧
に
な
っ
た
上
で
投

票
し
て
い
た
だ
く
と
良
い
の
で
は
な
い

か
。
以
前
は
実
施
さ
れ
て
い
た
立
会
演
説

会
的
な
取
り
組
み
も
、
選
挙
管
理
委
員
会

主
催
な
ら
公
正
公
平
に
実
施
で
き
る
。
法

令
改
正
が
伴
う
の
で
、
全
国
的
な
話
題
が

国
会
に
反
映
さ
れ
る
べ
き
。

主
権
者
支
援
の
実
践

●
消
防
団
活
動
に
つ
い
て

●
教
育
無
償
化
に
つ
い
て

●
天
草
の
歴
史
に
つ
い
て

【
消
防
団
員
の
退
職
報
償
金
に
つ
い
て
】

■五通  

消
防
団
を
40
年
勤
め
た
方
に
条

例
を
変
え
て
退
職
報
償
金
を
出
す
か
、

勤
続
30
年
で
一
旦
退
職
報
償
金
を
支
給

し
、
そ
の
後
は
勤
続
年
数
に
応
じ
た
退

職
報
償
金
に
変
え
る
な
ど
条
例
の
見
直

し
は
。■市長  

県
下
14
市
で
は
、
独
自
の
条
例

を
制
定
し
30
年
以
上
勤
務
さ
れ
た
団
員

に
対
し
て
年
数
に
応
じ
て
退
職
報
償
金

を
支
給
し
て
い
る
市
は
な
い
。
消
防
団

幹
部
会
議
に
お
い
て
も
退
職
報
償
金
の

見
直
し
の
意
見
は
出
て
い
な
い
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
条
例
の
見
直

し
は
考
え
て
い
な
い
。

【
認
可
外
保
育
施
設
に
つ
い
て
】

■五通  

認
可
外
保
育
施
設
等
の
利
用
者

の
無
償
化
も
一
旦
利
用
料
を
支
払
う
方

法（
償
還
払
い
）か
ら
利
用
料
の
納
付
が

不
要（
現
物
給
付
）と
は
な
ら
な
い
か
。

■健康福祉部長  

制
度
開
始
の
10
月
分

に
つ
い
て
は
、
原
則
の
取
り
扱
い
で
あ

る
償
還
払
い
と
し
て
い
る
。
11
月
以
降

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
が
支
払
っ
た
10

月
分
の
無
償
化
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

料
を
踏
ま
え
、
認
可
外
保
育
施
設
の
運

営
状
況
等
を
確
認
し
た
う
え
で
、
保
護

者
と
施
設
間
で
の
代
理
受
領
に
つ
い
て

合
意
が
得
ら
れ
た
場
合
、
無
償
化
対
象

の
保
護
者
の
利
用
料
の
納
付
が
不
要
と

な
る
現
物
給
付
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。

【
天
草
の
語
源
、
由
来
に
つ
い
て
】

■五通  

天
草
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
や
天
草

総
合
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
へ
、
語
源
や
由
来

の
掲
載
が
で
き
な
い
か
。

■観光文化部長   「
天
草
」の
地
名
の
由

来
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
明
確
な
答

え
は
出
て
い
な
い
。
現
状
で
は
、
語
源

や
由
来
を
記
載
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

■五通  

諸
説
を
あ
り
の
ま
ま
載
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
、読
ん
だ
人
が「
古
事
記
」、

「
日
本
書
紀
」
の
7
0
0
年
代
へ
思
い

を
巡
ら
し
て
い
け
る
。
今
後
、「
天
草
」

の
研
究
が
進
み
、
検
討
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

●
天
草
の
オ
リ
ー
ブ
栽
培
は
成
功
し
た
か

●
漁
業
操
業
事
故
防
止
策

●
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
回
収

■浜崎  

今
ま
で
、
本
市
が
オ
リ
ー
ブ
栽

培
事
業
に
投
入
し
た
費
用
・
農
家
お
よ

び
事
業
者
が
投
入
し
た
費
用
は
い
く
ら

か
。
オ
リ
ー
ブ
栽
培
事
業
と
し
て
販
売

等
の
実
績
は
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
展

開
を
考
え
て
い
る
の
か
。

■経済部長  

事
業
を
始
め
た
平
成
22
年

度
か
ら
30
年
度
ま
で
の
９
年
間
に
、
本

市
が
オ
リ
ー
ブ
栽
培
事
業
に
対
し
て
支

出
し
た
合
計
金
額
は
、
人
件
費
を
含
め

て
２
億
２
，９
６
０
万
５
，０
０
０
円
。

農
家
お
よ
び
事
業
者
が
オ
リ
ー
ブ
に
投

入
し
た
費
用
は
、
市
の
補
助
に
係
る
個

人
負
担
分
で
合
計
約
５
，０
０
０
万
円
。

平
成
30
年
度
の
商
品
販
売
額
は
２
億
２
，

２
５
０
万
円
。

　
オ
リ
ー
ブ
栽
培
事
業
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
の
成
果
と
し
て

栽
培
管
理
の
方
法
な
ど
、
あ
る
程
度
確

立
さ
れ
て
き
た
。
今
後
、
生
産
者
等
の

意
向
を
確
認
し
な
が
ら
、
来
年
度
以
降

の
補
助
事
業
や
支
援
体
制
を
決
定
し
て

い
き
た
い
。

■浜崎  

昨
年
の
漁
業
操
業
時
の
事
故
が

４
件
、
本
年
度
は
現
時
点
で
１
件
の
事

故
が
起
き
て
い
る
。
漁
業
は
、
気
象
が

変
化
す
る
中
で
多
様
な
作
業
に
従
事
し
、

常
に
危
険
と
背
中
合
わ
せ
、
海
が
荒
れ

て
い
る
と
き
に
は
波
が
絶
え
ず
甲
板
を

洗
い
、
滑
り
や
す
い
状
態
と
な
り
、
そ

の
よ
う
な 

状
況
の
下
で
漁
労
な
ど
の
作

業
を
繰
り
返
す
こ
と
か
ら
様
々
な
危
険

が
潜
ん
で
い
る
。

　
安
全
に
作
業
を
行
う
に
は
日
々
改
善

さ
れ
る
漁
業
作
業
機
器
の
導
入
が
早
急

に
必
要
と
考
え
る
。
行
政
か
ら
の
補
助

が
必
要
。
油
圧
ス
ト
ッ
パ
ー
設
置
補
助

は
で
き
な
い
か
。

■経済部長  

事
業
主
が
安
全
対
策
に
万

全
を
期
し
て
く
こ
と
が
大
前
提
と
考
え

る
。■浜崎  

全
国
市
議
会
議
長
会（
産
業
経
済

委
員
会
）に
お
い
て
も
、「
漁
場
機
能
の

維
持
・
回
復
等
に
向
け
、
漁
業
者
等
が

行
う
海
洋
ご
み
の
回
収
・
処
理
、
水
産

都
市
の
漂
流
・
漂
着
・
海
洋
ご
み
対
策

へ
の
財
政
措
置
拡
充
」
と
の
国
へ
の
要

望
を
決
定
さ
れ
た
。
海
洋
ご
み
回
収
を

行
う
と
費
用
は
ど
の
く
ら
い
必
要
か
。

　
海
洋
都
市
天
草
が
、
世
界
に
先
駆
け

て
漁
業
者
が
回
収
す
る
海
洋
ご
み
の
買

い
取
り
を
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

■経済部長  

国
土
交
通
省
の
清
掃
船
が

一
隻
当
た
り
年
間
予
算
１
億
５
，０
０
０

万
円
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て

は
、
み
つ
ば
ち
ラ
ジ
オ
や
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
な
ど
を
活
用
し
て
、
ご
み
の
発
生

抑
制
に
努
め
て
い
る
。

浜崎 義昭
議員

若山 敬介
議員

蓮池 良正
議員

五通 俊作
議員


